
千代田区における狭小神社の継承実態に関する研究 

A Study on Sustainability of Narrow Shrines in Chiyoda Ward 
 

Abstruct：In this study, we investigated precinct placement and installation of ritual equipment in Narrow Shrines, Chiyoda Ward. As a 
result, it is clarified that the coexistence-installed shrines tended to have more ritual equipment than stand-alone shrines. 
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１．背景及び目的―近代以降，神社を取り巻く環境は

大きく変化しており，各地で神主の高齢化や氏子組織

の縮小といった神社運営に係わる問題が頻出している
［1］．特に都心においては，地価高騰に伴い境内の一

部を売却し，ビル内に鎮座させるなど，神社存続のた

めの狭小化が進行している［2］．一方で，実際に廃社

に至る神社は少なく，中央区日本橋の福森神社のよう

に一旦狭小化した神社をまちづくりのツールとして復

活させる試みも見られることより，今後も神社継承の

あり方は模索されると考えられる[3]． 

以上を踏まえ，本稿では，狭小化した神社(以下，

狭小神社）注１が集中する千代田区を対象に，その境

内配置と境内施設・祭具の設置状況より，現代におけ

る神社継承のあり方を捉えることを目的とする． 

２．調査方法―調査概要を Table1に示す．  

３．結果及び考察―文献および現地調査より，千代田

区内の狭小神社 34 社を抽出した.これらの境内配置を

Table2，境内施設・祭具の設置状況を Table3 に示す．

以降，これに伴い結果及び考察を述べる． 

３―１．狭小神社の来歴―境内由緒書や「千代田の稲

荷」[4]より，全 34 社中 21 社の創建年が明らかになり，

江戸時代以前(-1603 年）が 4社，江戸時代(1603-1867

年）が 11社，江戸時代以降(1867年-)が 6社であった．

また来歴が不明であるものの多くは，明暦の大火や関

東大震災の焼失により御由緒が分からなくなっていた．         

以上より，対象区域内の狭小神社の多くは古くより立

地することがわかる． 

３―２．狭小神社の境内配置―Table2 より狭小神社の

境内配置をみると，独立した境内が接道に隣接する

「独立型」が 17 社と最多であり，次いで他の建築物

の敷地内に併設する「共存型」が 12 社，周辺開発に

より境内が奥まった場所にある「旗竿地型」が４社，

ビルなど建築物の中に境内が収まった「建築内包型」

が１社であった．境内配置ごとに来歴をみると，独立

型と旗竿地型については創建年や来歴が明らかである

ものが多い一方で，共存型では由緒書が半数程度しか

存在せず，「⑲草分稲荷神社」「㉙豊川稲荷」のみが鎮

座地を動いていない．これは，度重なる災禍やその後

の都市区画整理，さらに近年の再開発の中で，信仰の

記録と記憶が継承されなかったためといえよう．  

３―３．境内施設・祭具の設置状況―Table3 より狭小

神社境内の施設と祭具についてみると，社殿と鳥居は

ほぼ全てに存在し，参道(28 社），賽銭箱(27 社），狛

犬等(25社）が7割以上で確認された．また，鈴(22社）

や手水舎(20 社）は，全体の約 6 割の特に人の出入り

がある神社にみられ，これは防犯面への配慮からとい

えよう．以上より，これらが狭小であっても神社たら

しめる基本要素であるといえる．一方，のぼり旗(12

社）や提灯(6社）は他の要素に比べ極端に少なく，あ

くまでも神社の付帯要素であることが捉えられた． 

３―４．境内配置と境内施設•祭具の設置との関係性― 

Table3より建物内包型を除く境内配置における境内施 

１：日大理工・学部・まち ２：日大理工・教員・まち ３：日大理工・院・まち 

独立型(17社） 共存型(12社） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

旗竿地型(4社） 建築内包型(1社） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  Table1．outline of survey(調査概要)       (This is original table by authors) 
調査方法 現地調査 文献調査 

調査期間 
2021年 6月 15， 20，22，30日 

7月 26日 
― 

調査内容 

千代田区内の狭小神社34社の境内

施設の立地環境と境内施設の確認 

境内施設・祭具：鳥居，社殿，手

水舎，参道，狛犬等，提灯，のぼ

り旗，鈴，植栽，賽銭箱 

境内の由緒書，「千代田の稲荷」[4]

「江戸切絵図」[5]から，来歴およ

び継承実態について把握する． 

 

境内地 

ビル等 

Table2． Patterns of precinct placement(境内配置）(This is original table by authors) 
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設・祭具の設置状況をみると，独立型では全基本要素

が設置された神社は6社であり，平均が78％であった．

共存型は，全基本要素設置が2社，平均が83％，旗竿

地型は全基本要素設置が2社，平均が82％であった．

以上より，全基本要素設置は独立型で多く見られるも

のの，境内施設が充実しているのは共存型であること

が捉えられた．また，付帯要素については全要素を設

置する神社は存在せず，いずれか 2 つ設置が独立型で

3社，共存型で1社，旗竿地型で2社であった． 

これは，共存型の多くが，移転等に伴う再建時に神

社に必要と考えられる施設・祭具を新たに設置した結

果とみられる．また，独立型においては，当初の鎮座

地を維持，あるいは来歴を継承したことで施設・祭具

もそのまま，あるいはどこかの段階で喪失したまま継

承されたために，全部揃っている神社が最多である一

方で，平均値は低くなったと考えられる． 

４．まとめ―３－４より，共存型では境内施設・祭具

における基本要素の設置割合が最も高く，独立型では

これよりやや低くなる傾向を捉えた．これは，全て再

建社である共存型では，神社らしさを担保するために

施設・祭具を新設するのに対し，来歴が古い独立型で

は，元からあるものが継承されやすいためと推察され

る．つまり，共存型では，施設・祭具といった“モノ”

を介して信仰が継承され，独立型では信仰の“場”が

継承されていることの裏付けであるといえよう．今後

は，狭小神社の面積や立地の三次元的な分析，管理・

運営の現状について調査を行い，より詳細な継承状況

を把握したい． 

５．注釈―注 1：本研究における狭小神社は以下の条件を満たす

神社とした：①祭祀を祀り行うに十分な敷地を持たない，②境内に

ある摂社・末社ではなく，孤立した本殿を有す，③境内および社殿

がビルや戸建ての一部として存在する 

６．参考文献―[1] 佐藤悠貴，押田佳子，「人口減少地域におけ

る神社の保全プロセスに関する研究−新潟県佐渡島南東部に着目し

て−，2018[2] 箱谷柊右也，押田佳子，「銀座における狭小寺社の存続

性に関する研究−銀座八丁目神社めぐりに着目して−，2018[3] 福徳神

社公式 HP:https://mebuki.jp[4] 千代田区教育委員会:千代田の稲荷，

2008[5] 尾張屋清七:江戸切絵図:駿河台小川町絵図，日本橋北神田浜

町絵図，1775(推定) 
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①講武稲荷神社 1857年 移転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 × ○ × 8 80 

②亀住稲荷神社 1870年 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 ○ × ○ 9 90 

③桐生稲荷神社 不明 不明 ○ ○ ○ × ○ × ○ 71 × × ○ 6 60 

④開徳稲荷 明治から大正頃 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 86 ○ × × 7 70 

⑤妙法護衛稲荷神社 不明 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 86 ○ × × 7 70 

⑥五十稲荷神社 1596-1615年 維持 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 86 ○ ○ × 8 80 

⑦観音堂 ― ― ○ × × × × ○ × 29 × × × 2 20 

⑧真徳稲荷神社 1865年 移転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 ○ × × 8 80 

⑨出世稲荷神社 1658年 移転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 × × × 7 70 

⑩延寿稲荷神社 1682頃 維持 ○ ○ ○ × ○ ○ × 71 × × × 5 50 

⑪松尾神社 不明 移転 ○ ○ ○ ○ × × × 57 × × ○ 5 50 

⑫大柳稲荷神社 大正末期 移転 ○ ○ × ○ ○ × × 57 ○ × × 5 50 

⑬金山神社 昭和初期 維持 ○ ○ ○ ○ × × ○ 71 × × ○ 6 60 

⑭繁栄お玉稲荷大明神 1457年 移転 ○ ○ × ○ × ○ ○ 71 ○ ○ × 7 70 

⑮清水扇稲荷神社 不明 移転 ○ ○ ○ × × × × 43 × × ○ 4 40 

⑯御宿稲荷神社 江戸初期 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 × × × 7 70 

⑰有楽稲荷神社 1859年 一時移転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 × × ○ 8 80 

独立型全体の平均(%) 78   

共存型 

⑱金綱稲荷神社 1596-1615年 移転 ○ ○ 2021年 9月 15日現在、工事中のため確認できず 

⑲草分稲荷神社 江戸後期 ほぼ維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 ○ × ○ 9 90 

⑳豊潤稲荷神社 1930年 移転 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 86 × × ○ 7 70 

㉑一八稲荷神社 江戸初期 一時移転 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 86 × × × 6 60 

㉒佐竹稲荷神社 1635年 移転 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 86 × × × 6 60 

㉓豊川稲荷神社 江戸末期 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 86 × ○ × 7 70 

㉔麹町豊栄稲荷神社 1736-1741年 移転 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 86 ○ × × 7 70 

㉕麹町豊受稲荷神社 ― ― ○ ○ ○ ○ × × × 57 × × × 4 40 

㉖千代田稲荷神社 ― 移転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 ○ × × 8 80 

㉗麹町太田姫稲荷神社 ― 移転 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 86 ○ × × 7 70 

㉘福寿大神 ― ― ○ ○ ○ × × × ○ 57 × × × 4 40 

㉙豊川稲荷 ― 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 86 × ○ × 7 70 

共存型全体の平均(%) 83   

旗竿地型 

㉚花房稲荷神社 不明 不明 ○ ○ ○ ○ ○ × × 71 × × ○ 6 60 

㉛白菊稲荷神社 1926年 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 ○ × ○ 9 90 

㉜世継稲荷神社 1441年 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 ○ × × 8 80 

㉝亀嶋神社 不明 維持 ○ ○ ○ × ○ × × 57 × × × 4 40 

旗竿地型全体の平均(%) 82   

建物内包型 ㉞幸徳稲荷神社 不明 維持 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 ○ × × 8 80 

〇の合計（件） 34 33 28 27 25 22 20  12 6 10  

【凡例】―：御由緒など資料なし，〇：境内施設・祭具有，×：境内施設・祭具なし 

Table3．Survey results of narrow shrine s(狭小神社の来歴，境内配置，境内施設・祭具の設置状況)                  (This is original table by authors) 
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